
- 137 -

9 教育費

1 教育総務費 2 事務局費

[担当：学務給食課] P.221

2201 通学送迎に要する経費 1,000,000 円（1,000,000 円）

[一財 1,000,000 円]

○ 目的

旧高須小学校が桜が丘小学校に統合されたことに伴い、遠距離通学となる大留第 1 地区

（小貝川左岸）の児童の安全な通学手段を確保する。

○ 内容

児童を桜が丘小学校へタクシーで送迎する。

対象者 大留第 1 地区の児童 5 年生：1 人

[担当：学務給食課] P.222

2301 教育情報機器整備に要する経費 31,546,000 円（9,815,000 円）

[一財 31,546,000 円]

○ 目的

高度情報化社会に対応した校務処理を行うために、教育情報ネットワークを構築し、教

育委員会と小中学校の事務の効率化を図る。

○ 内容

・小中学校全校の校務事務の情報を教育委員会と学校が共有する事で、教職員の事務の効

率化と個人情報の保護を図る。

・平成 17 年度地域イントラネット基盤整備事業にて整備した校務用パソコン・教育用ノー

トパソコンを新たに整備する。

・学校ホームページ等の教育情報に関する基幹システムに要する経費である。

・幼稚園・小中学校緊急メール連絡システムにより情報を保護者の携帯電話に発信する事

業である。

1 教育総務費 3 育英事業費

[担当：教育総務課] P.223

2101 奨学生貸付金 6,740,000 円（6,740,000 円）

[その他 6,589,000 円 一財 151,000 円]

＊ 特財積算根拠

[諸収入：奨学金貸付金元利収入 6,589,000 円 償還者数:37 名]

○ 目的

経済的に修学が困難な大学生・短大生に奨学金を貸し付けし、有為な人材を育成する。

○ 内容

新規分･･･ 9 人(40,000 円/月)

私立大･･･ 5 人(40,000 円/月)

合 計･･･14 人
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1 教育総務費 4 教育研究指導費

[担当：指導課] P.223

0501 教育振興に要する経費 55,519,000 円（63,462,000 円）

[一財 55,519,000 円]

○ 目的

国際化、情報化、科学技術の飛躍的な発展の中で、変化の激しい社会に対応できる児童

生徒の育成が必要である。基礎的・基本的な内容を確実に身につけさせ、自ら学び自ら考

える力などの｢生きる力｣をはぐくむことをねらいとして、教育の充実を図る。

そこで、全面改訂された中学校教師用指導書や小学校全学年国語及び中学校理科を新た

に加えたデジタル教科書を活用しての授業、英語指導助手との連携による授業、学習ボラ

ンティアや心の先生を活用しての授業などの実践を行う。

○ 内容

・英語指導助手業務委託料 47,500,000 円

英語指導助手12名(中学校各校に1人配置、小学校は3校に1人配置)を民間専門業者

に委託する。ALT の活用により、外国語（英語）教育・国際理解教育の充実を図る。

・学習ボランティア謝礼 305,000 円

・｢心の授業｣｢心の先生｣講師謝礼 305,000 円

・学校問題解決サポートチーム員謝礼 26,000 円

・指導者用デジタル教科書使用に係る経費 3,402,000 円

・社会科副読本 「とりで」印刷製本 1,785,000 円

「わたしたちの茨城県」 558,000 円

中 1・小 4 用地図印刷 514,000 円

・研究委嘱校補助金 6 校 300,000 円

・その他（需用費・負担金等） 824,000 円

[担当：指導課] P.224

1001 特別支援教育に要する経費 2,830,000 円（1,575,000 円）

[一財 2,830,000 円]

○ 目的

障害のある幼児児童生徒を支援したり、保護者や教員からの相談に応じたり、さらに

は、市内の小中学校の特別支援教育の体制づくりの支援をする。

○ 内容

専門的な知識や経験を有する特別支援教育相談員を配置、適切な就学のための就学指

導委員会の実施、市内保幼小中の教職員対象の研修会の実施などに取り組んでいる。

・障害児就学指導委員会委員報酬(4 人) 77,000 円

・特別支援教育相談員報酬(2 人) 2,448,000 円

・検査用紙、研修会用図書等 305,000 円

[担当：指導課] P.224

2301 適応指導事業に要する経費 25,660,000 円（25,780,000 円）

[一財 25,660,000 円]
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○ 目的

不登校児童生徒等に対応するため学校や関係機関との連携のもとに、適切な援助･指導

を行う。状況に応じた指導支援が必要であり、適応指導教室を開設することにより、学習

面、人間関係の面での指導支援を継続的に行う。

○ 内容

教育相談員(指導員)と指導主事が、適応指導教室において、教科の指導、集団での活動、

個別の相談業務等を行う。これらを通して、児童生徒が自立しコミュニケーション力をつ

け、学校生活に復帰できるよう継続的に支援する。併せて保護者との面談も行い、家庭と

の連携を図る。また、電話、電子メール、来訪の相談に応じる。

・教育相談員報酬（7 人） 8,568,000 円

・子どもと親の相談員謝礼（10 人） 4,350,000 円

・その他（施設維持管理費・負担金等） ・ 12,742,000 円

[担当：指導課] P.225

3101 理科支援員等配置に要する経費 114,000 円（114,000 円）

[一財 114,000 円]

○ 目的

市内小学校において、理科に関する興味・関心を高めるため、先端技術に関する実験等

の演示・体験活動などを行う理科特別講師を派遣する。小学校理科教育の一層の活性化及

び充実を図る。

○ 内容

先端科学技術に関する知識やものづくりの技術をもった理科特別講師を小学校に派遣

し、理科に関する発展的な授業を行う。これらを通して、理科に関する興味・関心を高め

るとともに理科の学習と実生活・実社会との関連が実感できる事業である。

・講師謝礼 @12,000×7 校 ￥ 84,000 円

・その他（消耗品等） 30,000 円

[担当：指導課] P.226

4201 日本語指導員に要する経費 1,015,000 円（1,180,000 円）

[一財 1,015,000 円]

○ 目的

日本語指導を必要とする帰国児童生徒及び外国人児童生徒への日本語の指導を行い、

学校生活を援助する。

○ 内容

臨時職員賃金 4 人 980,640 円

交通費 4 人 34,200 円

(1)学校での日本語指導への協力

(2)教科書・指導資料等の翻訳

(3)学校での保護者との通訳等
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[担当：指導課] P.226

4501 学力向上推進事業に要する経費 3,669,000 円（4,753,000 円）

[国･県 420,000 円 一財 3,249,000 円]

＊ 特財積算根拠

[県委：学びの広場サポートプラン委託金 420,000 円]

○ 目的

児童生徒に基礎的・基本的な内容の定着を図り、確かな学力を育成するため、指導体制

や指導方法の確立など「授業力の向上」を目指した取組を中心に事業を進め、教員の資質

向上を図る。

○ 内容

小学校国語・算数、中学校英語・理科における効果的な指導者用デジタル教科書活用の

研修を行う。また、全教員が ICT を効果的に活用した授業を実践できるよう研修を行うと

ともに、市教職員情報ネットワークを活用して研修会や授業の様子を動画配信するなど市

内教職員全体の情報の共有化を図る。

特に国語や算数・数学については、指導方法や指導体制の改善に関する研修会や講演会

を通して、｢授業力向上｣など教職員の資質の向上を図る。

さらに、小学校の長期休業期間中、特に算数における児童の不得意分野の学習を支援す

ることで、児童の学ぶ意欲の向上を図り確かな学力を育成する。

・学力向上に関する特色ある取組経費 2,400,000 円

・講師謝礼 70,000 円

・夏休みスクール支援員謝礼 630,000 円

・学びの広場サポーター謝礼 420,000 円

・消耗品（教材作成材料代）等 149,000 円

[担当：指導課] P.226

4801 小中連携（一貫）教育推進事業に要する経費 1,279,000 円（0 円）

[一財 1,279,000 円]

○ 目的

中学校生活への適応や学力の向上などをねらった小中連携・一貫の取組をモデル学区に

おいて推進するとともに、市内全学区への啓発や一般化を図る。

○ 内容

小中連携（一貫）教育を推進するための視点を明らかにし、それを踏まえた具体的施策

をモデル学区及び他の中学校区において実践する。

※小中連携（一貫）教育推進のための視点

① これまでの取組の整理

② 小中一貫教育の啓発

③ 教科担任制への適応

④ 小中教師それぞれの特長を生かした教師間交流

⑤ 児童生徒間の交流

⑥ 生徒指導の一貫性や学校生活への適応

⑦ 教育課程の連続性や教育内容の一貫性
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⑧ 学力向上

事業の取組を充実させるため、モデル学区における補充講師の配置、研修講師の招へい、

児童生徒の交流活動に係る移動用バスの運行などの環境整備を行う。

・乗り入れ授業後補充講師賃金 381,000 円

・講師謝礼 225,000 円

・児童生徒の交流活動移動用バス代 555,000 円

・その他消耗品等 118,000 円

1 教育総務費 5 青少年育成費

[担当：スポーツ生涯学習課] P.227

1001 青少年健全育成に要する経費 10,884,000 円（10,714,000 円）

[国･県 47,000 円 一財 10,837,000 円]

＊ 特財積算根拠

[県補：青少年相談員店舗訪問業務補助金 47,000 円]

○ 目的

青少年センターを核とした特別青少年相談員、青少年相談員による相談活動及び街頭指

導を通じ、青少年及び保護者の悩みの解消・軽減に寄与するとともに、青少年の非行や犯

罪被害の未然防止に努める。

青少年健全育成関係団体に対し助成を行い、団体が行う青少年向けの事業の活性化に寄

与するとともに、団体への加入促進を図り、地域ぐるみで青少年の健全育成に取り組む市

民意識の向上を目指す。

○ 内容

・報酬

青少年相談員報酬 @9,400 円×56 人×12 月＝6,316,800 円

特別青少年相談員報酬 @113,000 円×2 人×12 月＝2,712,000 円

・負担金、補助及び交付金

負担金 青少年育成県民会議外 2 団体 153,000 円

補助金 青少年育成市民会議外 3 団体 1,250,000 円

2 小学校費 1 学校管理費

[担当：学務給食課] P.228

2001 小学校管理に要する経費 218,733,000 円（222,050,000 円）

[国･県 1,806,000 円 その他 6,156,000 円 一財 210,771,000 円］

＊ 特財積算根拠

[使用料：学校開放小学校体育館使用料 720,000 円]

[県補：学校活性化 TT 特別配置事業費補助金 1,806,000 円]

[繰入金：学校施設整備基金繰入金 5,300,000 円]

[諸収入：取手小太陽光発電による売電料 45,000 円]

[諸収入：雇用保険料本人負担分 91,000 円]

○ 目的

学校運営全般にかかる経費であり、学校環境の維持及び充実を図る。
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○ 内容

主な経費は、学校の需用費である。

・学校活性化 TT 特別配置事業により、少人数指導加配のない小学校に非常勤講師を配

置し、課題別学習や多様な学習、個々に応じたきめ細やかな学習を行い、児童の基礎

力の定着を図る 4,585,000 円

・障害のある児童が在籍する小学校に教育補助員を配置し、学校生活を支援する。

39,044,000 円

・学校図書司書助手を全小学校に配置する。 13,479,210 円

・永山小学校体育館改築に伴う舞台幕類の購入費である。

5,884,060 円

[担当：教育総務課] P.230

2101 小学校施設管理に要する経費 42,887,000 円（43,551,000 円）

[その他 58,000 円 一財 42,829,000 円]

＊ 特財積算根拠

[諸収入：電気設備管理補償金 58,000 円]

○ 目的

適切な維持管理により、小学校施設を良好な状態に保つ。

○ 内容

施設管理の徹底を図るための、学校施設の管理修繕、火災保険料、学校警備委託料、浄

化槽維持管理及び清掃委託料、消防設備保守点検委託料、電気管理技術者代行委託料、プ

ールろ過装置保守点検委託料、高架水槽及び受水槽清掃委託料、草刈り清掃委託料、樹木

剪定委託料、エレベーター保守点検委託料等の経費である。

[担当：学務給食課] P.231

2201 小学校保健衛生に要する経費 30,814,000 円（31,681,000 円）

[その他 2,128,000 円 一財 28,686,000 円]

＊ 特財積算根拠

[負担金：日本スポーツ振興センター災害給付負担金 @460 円×4,627 人＝2,128,420 円]

○ 目的

学校保健法に基づき、児童及び教職員の定期健康診断を実施することにより、健康管理

と健康保持を図る。

○ 内容

児童及び教職員の定期健康診断を実施するための学校嘱託医・歯科医等の報酬及び検診

委託料（心臓検査、小児習慣病検査、教職員生化学検査等）である。

2 小学校費 2 教育振興費

[担当：学務給食課] P.232

2001 小学校教育振興に要する経費 13,810,000 円（13,766,000 円）

[一財 13,810,000 円]
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○ 目的

学習指導及び学校行事等を充実させ、教育環境の向上を図る。

○ 内容

学習指導用教材等に要する経費である。

[担当：学務給食課] P.232

2101 小学校教育設備及び教材費に要する経費 30,029,000 円（30,134,000 円）

[国･県 900,000 円 一財 29,129,000 円]

＊ 特財積算根拠

[国補：理科教育設備整備費等補助金 1,800,000 円×1/2＝900,000 円]

○ 目的

児童用教材教具及び学校図書の整備を図る。

○ 内容

一般教材教具及び図書、理科備品を整備するとともに、老朽化した備品の更新に要する

経費である。

[担当：学務給食課] P.233

2201 小学校コンピュータ整備に要する経費 43,731,000 円（43,799,000 円）

[一財 43,731,000 円]

○ 目的

高度情報化社会に対応した学習活動を行うために、教育情報ネットワークを利用した教

育環境の充実を図る。

○ 内容

・主に、パソコン教室のパソコン使用料(全 18 校各校 21 台)に要する経費である。

・平成 21 年度に学校 ICT 環境整備事業にて全小学校の教職員に整備した校務用パソコ

ンウイルス対策の更新費用である。

[担当：学務給食課] P.233

2301 要保護・準要保護児童就学奨励費 29,324,000 円（27,327,000 円）

[国･県 1,427,000 円 一財 27,897,000 円]

＊ 特財積算根拠

[国補：要保護児童就学援助費補助金 111,800 円×1/2＝55,900 円]

[国補：特別支援教育就学奨励費補助金 2,744,665 円×1/2＝1,372,333 円]

○ 目的

学校教育法に基づき、経済的理由により就学困難な児童の保護者に対し、教育費の援助

を行うことで教育環境の向上を図る。

○ 内容

給食費、学用品費、新入学用品費、通学用品費、校外活動費、修学旅行費、医療費の援

助に要する経費である。

要保護数 12 人

準要保護数 381 人
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[担当：指導課] P.233

2901 小学校特別活動助成に要する経費 2,340,000 円（2,340,000 円）

[一財 2,340,000 円]

○ 目的

音楽発表会、体育大会、その他の諸発表大会等を通して児童の各種活動への参加意欲を

高める｡

○ 内容

・音楽発表会・コンクール派遣自動車借上げ料 920,000 円

・楽器運搬費 100,000 円

・体育事業補助金 1,230,000 円

・その他(賞状印刷代) 90,000 円

2 小学校費 3 学校建設費

[担当：教育総務課] P.234

2101 小学校施設整備に要する経費 13,950,000 円（15,450,000 円）

[一財 13,950,000 円]

○ 目的

学校施設の営繕工事を実施し、安全かつ快適な教育環境の充実を図る。

○ 内容

施設管理営繕工事 13,500,000 円

[担当：教育総務課] P.234

2201 小学校建設事業に要する経費 14,069,000 円（669,228,000 円）

[地方債 10,600,000 円 その他 1,400,000 円 一財 2,069,000 円]

＊ 特財積算根拠

[市債：合併特例債 (11,200,000 円)×95%≒10,600,000 円]

[繰入金：学校施設整備基金繰入金 1,400,000 円]

○ 目的

永山小校舎および体育館改築工事完了後に、学校敷地に隣接する家屋の工事影響事後調

査を行う。また、平成 25 年度以降に耐震補強工事の対象となる白山小校舎、戸頭東小体育

館、寺原小体育館の耐震補強工事実施設計業務委託を行い、当該建物の耐震補強工事がす

みやかに着手できるようにする。

○ 内容

委託料 永山小校舎・体育館工事影響家屋事後調査委託料 2,069,000 円

白山小校舎耐震補強工事設計見直し業務委託料 800,000 円

戸頭東小体育館耐震補強工事実施設計業務委託料 5,600,000 円

寺原小体育館耐震補強工事実施設計業務委託料 5,600,000 円

2 小学校費 4 学校給食費

[担当：学務給食課] P.235

2001 給食運営に要する経費 295,870,000 円（300,571,000 円）
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[国･県 123,000 円 その他 176,673,000 円 一財 119,074,000 円]

＊ 特財積算根拠

[県補：米飯給食推進事業補助金 @11×3,724 人×3 回＝122,892 円]

[諸収入：小学校給食代(自校分) 176,630,000 円 ※月額 4,250 円]

[諸収入：雇用保険料本人負担分 43,000 円]

○ 目的

子どもたちに安全な食材による給食を提供することで、体力の増進と望ましい食習慣の

形成を図ることを目標に、学校給食の円滑な運営を図る。

○ 内容

・賄材料費 176,753,642 円

・学校給食調理業務委託料 90,738,000 円

9 校分（取手小、白山小、寺原小、永山小、井野小、白山西小、吉田小、戸頭東小、

稲小）

[担当：学務給食課] P.236

2101 給食施設整備に要する経費 2,336,000 円（23,487,000 円）

[一財 2,336,000 円]

○ 目的

給食施設、設備の整備を図ることで、給食室内の衛生管理を強化する。

○ 内容

・施設修理・調理器具の修繕を実施する。

・給食用配膳台を購入する。

3 中学校費 1 学校管理費

[担当：学務給食課] P.237

2001 中学校管理に要する経費 69,729,000 円（75,304,000 円）

[その他 290,000 円 一財 69,439,000 円］

＊ 特財積算根拠

[使用料：学校開放中学校体育館使用料 230,000 円]

[使用料：学校開放中学校武道場使用料 60,000 円]

○ 目的

学校運営全般にかかる経費であり、学校環境の維持及び充実を図る。

○ 内容

主な経費は、学校の需用費である。

・障害のある生徒が在籍する中学校に教育補助員を配置し、学校生活を支援する。

3,904,400 円

・学校図書司書助手を中学校に 2 名配置する。

1,497,690 円

[担当：教育総務課] P.238

2101 中学校施設管理に要する経費 20,607,000 円（21,316,000 円）

[一財 20,607,000 円]
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○ 目的

適切な維持管理により、中学校施設を良好な状態に保つ。

○ 内容

施設管理の徹底を図るための、学校施設の管理修繕、火災保険料、学校警備委託料、浄化

槽維持管理及び清掃委託料、消防設備保守点検委託料、電気管理技術者代行委託料、プー

ルろ過装置保守点検委託料、高架水槽及び受水槽清掃委託料、樹木剪定委託料、エレベー

ター保守点検委託料等の経費である。

[担当：学務給食課] P.239

2201 中学校保健衛生に要する経費 16,563,000 円（17,409,000 円）

[その他 1,095,000 円 一財 15,468,000 円]

＊ 特財積算根拠

[負担金:日本スポーツ振興センター災害給付負担金 @460 円×2,381 人＝1,095,260 円]

○ 目的

学校保健法に基づき、生徒及び教職員の定期健康診断を実施することにより、健康管理

と健康保持を図る。

○ 内容

生徒及び教職員の定期健康診断を実施するための、学校嘱託医・歯科医等の報酬及び検

診委託料（心臓検査、小児習慣病検査、教職員生化学検査等）である。

3 中学校費 2 教育振興費

[担当：学務給食課] P.240

2001 中学校教育振興に要する経費 7,103,000 円（7,459,000 円）

[一財 7,103,000 円]

○ 目的

学習指導及び学校行事等を充実させ、教育環境の向上を図る。

○ 内容

学習指導用教材等に要する経費である。

[担当：学務給食課] P.240

2101 中学校教育設備及び教材費に要する経費 17,088,000 円 (18,491,000 円)

[国･県 600,000 円 一財 16,488,000 円]

＊ 特財積算根拠

[国補：理科教育設備整備費等補助金 1,200,000 円×1/2＝600,000 円]

○ 目的

生徒用教材教具及び学校図書の整備を図る。

○ 内容

一般教材教具及び図書、理科備品を整備するとともに、老朽化した備品の更新に要する

経費である。
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[担当：学務給食課] P.241

2201 中学校コンピュータ整備に要する経費 18,475,000 円（7,230,000 円）

[一財 18,475,000 円]

○ 目的

高度情報化社会に対応した学習活動を行うために、教育情報ネットワークを利用した教

育環境の充実を図る。

○ 内容

・主にパソコン教室のパソコン使用料に要する経費である。

・市内中学校のパソコン教室の機器類を更新する費用である。

・平成 21 年度に学校 ICT 環境整備事業にて全中学校の教職員に整備した校務用パソコ

ンウイルス対策の更新費用である。

[担当：学務給食課] P.241

2301 要保護・準要保護生徒就学奨励費 31,003,000 円（30,440,000 円）

[国･県 1,012,000 円 一財 29,991,000 円]

＊ 特財積算根拠

[国補：要保護生徒就学援助費補助金 273,600 円×1/2＝136,800 円]

[国補：特別支援教育就学奨励費補助金 1,752,500 円×1/2＝876,250 円]

○ 目的

学校教育法に基づき、経済的理由により就学困難な生徒の保護者に対し、教育費の援助

を行うことで教育環境の向上を図る。

○ 内容

給食費、学用品費、新入学用品費、通学用品費、校外活動費、修学旅行費、医療費の援

助に要する経費である。

要保護数 10 人

準要保護数 262 人

[担当：指導課] P.241

2901 中学校特別活動助成に要する経費 12,735,000 円（12,735,000 円）

[一財 12,735,000 円]

○ 目的

音楽発表会、体育大会、その他の諸発表大会等を通して生徒の各種活動への参加意欲を

高める｡

○ 内容

・楽器運搬料 755,000 円

・音楽等発表･コンクール･体育大会派遣自動車借上げ料 7,125,000 円

・各種大会参加負担金 800,000 円

・取手市中学校体育連盟･市内大会補助金 3,950,000 円

・その他(賞状印刷代等) 105,000 円
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3 中学校費 3 学校建設費

[担当：教育総務課] P.242

2001 中学校施設整備に要する経費 8,240,000 円（8,740,000 円）

[一財 8,240,000 円]

○ 目的

学校施設を整備し、安全かつ快適な教育環境の充実を図る。

○ 内容

施設管理営繕工事を実施する。

工事請負費 施設管理営繕工事 8,000,000 円

[担当：教育総務課] P.242

2101 中学校建設事業に要する経費 11,857,000 円（0 円）

[国･県 1,728,000 円 地方債 7,900,000 円 その他 2,200,000 円 一財 29,000 円]

＊ 特財積算根拠

[国補：社会資本整備総合交付金 3,457,000 円×1/2≒1,728,000 円]

[市債：合併特例債 8,400,000 円×95%≒7,900,000 円]

[学校施設整備基金繰入金 2,200,000 円]

○ 目的

平成25年度以降に耐震補強工事の対象となるＩｓ値0.7未満の戸頭中校舎耐震補強工事

実施設計業務委託を行い、当該建物の耐震補強工事がすみやかに着手できるようにする。

また、耐震診断未実施である戸頭中武道場において耐震診断調査を実施する。

○ 内容

委託料 戸頭中校舎耐震補強工事実施設計業務委託料 8,400,000 円

戸頭中武道場耐震診断調査委託料 3,457,000 円

3 中学校費 4 学校給食費

[担当：学務給食課] P.242

2001 給食運営に要する経費 156,824,000 円（170,665,000 円）

[国･県 65,000 円 その他 102,408,000 円 一財 54,351,000 円]

＊ 特財積算根拠

[県補：米飯給食推進事業補助金 @11×1,990 人×3 回＝65,670 円]

[諸収入：中学校給食代(自校分) 102,397,000 円 ※月額 4,750 円]

[諸収入：雇用保険料本人負担分 11,000 円]

○ 目的

子どもたちに安全な食材による給食を提供することで、体力の増進と望ましい食習慣の

形成を図ることを目標に、学校給食の円滑な運営を図る。

○ 内容

・賄材料費 102,462,910 円

・学校給食調理業務民間委託料 42,829,000 円

4 校分（取手一中、取手二中、永山中、戸頭中）
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[担当：学務給食課] P.243

2101 給食施設整備に要する経費 1,124,000 円（4,222,000 円）

[一財 1,124,000 円]

○ 目的

給食施設、設備の整備を図ることで、給食室内の衛生管理を強化する。

○ 内容

・施設修理・調理器具の修繕を実施する。

・給食用配膳台を購入する。

4 幼稚園費 1 幼稚園管理費

[担当：学務給食課] P.244

2001 幼稚園管理に要する経費 9,537,000 円（9,787,000 円）

[その他 3,751,000 円 一財 5,786,000 円]

＊ 特財積算根拠

[使用料：市立幼稚園入園料 @4,000 円×35 人＝140,000 円]

[使用料：市立幼稚園保育料 @5,500 円×54 人×12 月＝3,564,000 円]

[諸収入：雇用保険料本人負担分 47,000 円]

○ 目的

幼稚園運営に必要な経費であり、幼稚園環境の充実を図る。

○ 内容

市立幼稚園の運営に要する経費である。

[担当：学務給食課] P.246

2101 幼稚園保健衛生に要する経費 669,000 円（678,000 円）

[その他 7,000 円 一財 662,000 円]

＊ 特財積算根拠

[負担金：日本スポーツ振興センター災害給付負担金 @135 円×54 人＝7,290 円]

○ 目的

学校保健法に基づき、園児及び教職員の定期健康診断を実施することで、園児及び教職

員の健康管理と健康保持を図る。

○ 内容

園児及び教職員の定期健康診断を実施するための園嘱託医・歯科医等の報酬及び検診委

託料である。

4 幼稚園費 2 幼稚園振興費

[担当：学務給食課] P.247

2001 幼稚園就園奨励費補助関係経費 122,822,000 円（115,144,000 円）

[国･県 28,658,000 円 一財 94,164,000 円]

＊ 特財積算根拠

[国補：幼稚園就園奨励費補助金 122,822,000 円×1/3×70%＝28,658,000 円]
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○ 目的

取手市幼稚園就園奨励費補助要綱に基づき、園児の保護者に対し補助金を交付すること

により、幼児の就園を奨励し幼児教育の振興を図る。

○ 内容

補助対象範囲及び保育料等の減免単価（補助金の年額）

区 分

小学校 1,2,3 年生の兄姉が

いない場合 いる場合

1 人就園の

場合又は同

一世帯から

2 人以上就

園している

場合の最年

長者

（第 1 子）

同一世帯か

ら 2 人以上

就園してい

る場合の次

年長者

（第 2 子）

同一世帯か

ら 3 人以上

就園してい

る場合の左

以外の園児

（第 3 子

以降）

1 人就園の

場合又は同

一世帯から

2 人以上就

園している

場合の最年

長者

（第 2 子）

同一世帯か

ら 2 人以上

就園してい

る場合の左

以外の園児

（第 3 子

以降）

公

立

生活保護世帯

市民税非課税世帯

市民税所得割非課税世帯

20,000 円 50,000 円 79,000 円 35,000 円 79,000 円

私

立

生活保護世帯 226,200 円 266,000 円 305,000 円 247,000 円 305,000 円

市民税非課税世帯

市民税所得割非課税世帯
196,200 円 251,000 円 305,000 円 224,000 円 305,000 円

所得割課税額

77,100 円以下の世帯
112,200 円 209,000 円 305,000 円 161,000 円 305,000 円

所得割課税額

211,200 円以下の世帯
49,800 円 178,000 円 305,000 円 114,000 円 305,000 円

[担当：学務給食課] P.247

2002 幼稚園児保育料補助関係経費 43,874,000 円（44,475,000 円）

[一財 43,874,000 円]

○ 目的

私立幼稚園の園児の保護者に対し保育料を補助し、幼児教育に係る経済的負担の軽減を

図る。

○ 内容

市内に在住し私立幼稚園に在園する満 3 歳・3 歳・4 歳・5 歳児の保育料の一部を保護者

に対して補助する。

園児 1 人当たり 月額 2,500 円×在園月数×1,460 人

[担当：学務給食課] P.247

2003 幼稚園施設運営費補助関係経費 2,970,000 円（2,970,000 円）

[一財 2,970,000 円]

○ 目的

幼児教育環境の充実と、幼稚園設置者及び保護者の経済的負担の軽減を図る。
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○ 内容

私立幼稚園の設置者に対し、幼稚園の運営及び施設整備の一部を補助する。

1 園当たり 270,000 円×11 園＝2,970,000 円

[担当：学務給食課] P.247

2004 幼稚園障害児保育補助関係経費 1,320,000 円（1,320,000 円）

[一財 1,320,000 円]

○ 目的

幼稚園の障害児保育の振興を図る。

○ 内容

障害児を在園させている私立幼稚園の設置者に補助金を交付する。

障害児 1 人当たり 年額 110,000 円×12 人分＝1,320,000 円

[担当：学務給食課] P.247

2006 幼稚園預かり保育助成事業関係経費 726,000 円（726,000 円）

[一財 726,000 円]

○ 目的

夏季休業日における幼児教育の振興を図る。

○ 内容

夏季休業日に預かり保育事業を実施している幼稚園の設置者に対し補助金を交付する。

1 園当たり 774 円×実施時間×日数×1/2

[担当：学務給食課] P.248

2007 幼稚園共済掛金補助関係経費 181,000 円（181,000 円）

[一財 181,000 円]

○ 目的

私立幼稚園の災害共済掛金を補助し、幼児の福祉増進を図る。

○ 内容

日本スポーツ振興センター災害共済掛金を納付している私立幼稚園の設置者に対して、

掛金の 1/2 の額を補助する。 私立幼稚園@135 円×1,340 人

5 社会教育費 1 社会教育総務費

[担当：スポーツ生涯学習課] P. 250

2001 成人式に要する経費 2,155,000 円（2,155,000 円）

[一財 2,155,000 円］

○ 目的

成人に達した若者の新たなる門出を祝す。

○ 内容

当該年度成人に達した市内中学校の卒業生からなる実行委員会を結成し、企画・立案・実

施について事業を委託し、心に残る成人式を開催する。

・報償費 成人式記念品 @1,000 円×1,100 人×1.05＝1,155,000 円
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・委託料 成人式実行委員会委託料 1,000,000 円

[担当：スポーツ生涯学習課] P. 250

2201 生涯学習推進に要する経費 2,694,000 円（2,799,000 円）

[その他 450,000 円 一財 2,244,000 円]

＊ 特財積算根拠

[諸収入：市民大学講座受講料 450,000 円］

○ 目的

市民一人一人が充実した心豊かな生活を送れるよう、市民の学習ニーズに応えた幅広い

学習環境づくりと生涯学習情報の提供を図る。

○ 内容

(1)市民大学講座

市民大学講座は、市民の学びたいという多様なニーズに応えるため、専門的な知識

を持っている講師を招き、社会・文化・歴史など幅広い分野において中・長期的な学

習機会を提供し、生涯学習の推進を図る。

また、参加者が学習成果をそれぞれのコミュニティーの場に生かすことなどを通

して、地域に役立てることを目的とする。

・市民大学講座講師謝礼 @20,000×5 回×4 講座＝400,000 円

(2)出前講座

市民が「知りたい・聞きたい・学びたい」内容をメニューから選択、人材登録され

ているリーダーバンク登録指導者及び行政職員が地域へ出向き講座を実施することで

市民の学習意欲の充足を図る。

・出前講座講師謝礼 @6,000×20 回＝120,000 円

(3)米づくりふれあい体験事業

市内小学校児童（18 校）及び台東区小学校児童を対象に、親子で田植えから稲刈り、

収穫までの一連の米づくり体験学習を通じて交流を図る。

・米づくりふれあい体験事業委託料 198,000 円

(4)生涯学習フェスティバル

市内の生涯学習団体による工夫を凝らした体験コーナーを展示し、多くの市民に生

涯学習の楽しさを経験してもらうことで、生涯学習の一層の振興を図る。

・生涯学習フェスティバル出展謝礼 @6,000×6 団体＝36,000 円

(5)子育て学習講座

就学時の健康診断時の機会を活用した子育て講座や思春期の親を対象とした子育て

講座、家庭教育学級の全体研修会を開催し、子育て、家庭教育について考える機会を

提供し、家庭での教育力の向上を図る。

・子育て学習講座講師謝礼 252,000 円

・家庭教育学級全体研修会保育謝礼 32,000 円

・家庭教育学級委託料 @30,000 円×25 学級＝750,000 円

(6)子どもサポーター事業

小学生を対象に週末、地域の大人との関わりを通して、スポーツ活動、文化活動

など様々な体験活動を 6 地区で実施する。
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・取手市子どもふれあいひろば講師謝礼 @1,000×60 講座＝60,000 円

[担当：文化芸術課] P.251

2801 市民芸術活動の推進に要する経費 3,620,000 円（3,675,000 円）

[その他 2,140,000 円 一財 1,480,000 円]

＊ 特財積算根拠

[諸収入：オータムジャンボ宝くじ収益金市町村交付金 2,140,000 円]

○ 目的

市民の文化芸術活動を支援し、また市主催の文化芸術に関する事業を推進し、市民文化

の発展に寄与する。

○ 内容

(1) 市主催事業の開催

事業名 開催月 内容

第 43 回取手市美術展 11 月
洋画、日本画、彫刻、工芸、書、写真及びデザイ

ン部門による一般公募作品展

取手美術作家展 6 月

身近な地元作家の作品展

委託料 640,000 円（取手美術作家展）

小中学生送迎用ギャラリーツアーバス借上料

152,000 円

取手市文化祭

取手市藤代文化祭
10･11 月

市民が日頃行っている文化的活動を集約し、技芸

と展示に分け発表

委託料

・取手市文化祭 1,000,000 円（取手市文化連盟）

・取手市藤代文化祭 500,000 円（取手市藤代文化

協会）

(2) 補助金の交付

補助金交付先団体 予算額（円） 内容

取手市文化連盟 288,000 運営活動費の助成

取手市藤代文化協会 210,000 運営活動費の助成

取手少年少女合唱団 80,000

一般公募補助事業

運営活動費の助成

市内及び近隣の児童生徒による合唱団

国際音楽の日コンサート

実行委員会
200,000

一般公募補助事業

運営活動費の助成

2009 国際音楽の日コンサート出演者で

できたグループが中心となり、第 2 回目

の開催に向けた活動を行う。

[担当：文化芸術課] P.252

2901 市民会館・福祉会館管理運営に要する経費 84,934,000 円（81,004,000 円）

[その他 2,100,000 円 一財 82,834,000 円]

＊ 特財積算根拠

[繰入金：公共施設整備基金繰入金 2,100,000 円]
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○ 目的

行政の粋を越えた特色ある運営と円滑な市民会館・福祉会館の管理を行い、市民の文化

教養の向上と福祉の増進に寄与する。

○ 内容

指定管理制度により(財)取手市文化事業団が市民会館・福祉会館の管理運営を行う。ま

た、市民会館・福祉会館に緊急の修繕等が発生したときに対応し利用者の安全を確保する。

主な内訳 予算額（円） 内容

修繕料 3,219,000

市民会館空調用三方弁交換

市民会館空調用冷媒交換

施設修繕料

市民会館・福祉会館指定管理料 80,560,000 両施設の管理運営に係る指定管理料

照明機器リース料 945,000
市民会館舞台用ピンスポットライト

リース料

電話交換機使用料 139,000 福祉会館の電話交換設備のリース料

[担当：文化芸術課] P.252

3001 東京芸術大学との交流に要する経費 4,186,000 円（4,756,000 円）

[その他 1,000,000 円 一財 3,186,000 円]

＊ 特財積算根拠

[諸収入：オータムジャンボ宝くじ収益金市町村交付金 1,000,000 円]

○ 目的

市内に東京芸術大学取手校地があるという地域性を活かし、市民と東京芸術大学との交

流を深め、芸術的感性や知識を培い、文化芸術の振興を推進する。

○ 内容

事業名 内容

小中学校と芸大との文化交流

市内の希望する小学校と中学校が、東京芸術大学

生による音楽・美術の指導を受ける。

・指導者謝礼 2,736,000 円

東京芸術大学卒業制作展

取手市長賞

東京芸術大学卒業制作展における優秀作品2点に

取手市長賞を授与する。

・賞賜金 1,000,000 円

ミニコンサート

東京芸術大学音楽学部によるミニコンサートを

年 2 回開催する。（戸頭公民館、福祉交流センタ

ーを予定）

・出演謝礼 160,000 円

・著作権演奏使用料 5,000 円

[担当：文化芸術課] P.253

3301 アートのあるまちづくり推進に要する経費 18,524,000 円（13,643,000 円）

[その他 10,982,000 円 一財 7,542,000 円]

＊ 特財積算根拠

[諸収入：井野アーティストヴィレッジ利用料 4,749,000 円]
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[諸収入：オータムジャンボ宝くじ収益金市町村交付金 6,233,000 円]

○ 目的

新たな視点に立った文化事業を実施し、取手市から全国へ文化の発信を行うとともに、

東京芸術大学のキャンパスが取手市内にあるという地理的環境を活かし、他市町村にはな

いアートのあるまちづくりの推進を図る。

○ 内容

東京芸術大学やアート関連団体と連携し、その知識・技術・手法などを活用して、市民

を交えた創作事業を実施する。

(1) 取手の芸術活動連携サポート事業委託料 700,000 円

市内で実施される文化芸術に関する企画及び団体の活動について、連携を促進し企

画を磨きあげ、発信力の強化を図る。

(2) 取手ビッグバンドジャズフェスタ事業委託料 4,000,000 円

ジャズという音楽を中心にプロ・アマを問わず愛好家を一同に集め、市内で音楽イ

ベントを開催する。音楽からのアプローチにより「アートのあるまちづくり」を全

国に発信する。

(3) 井野アーティストヴィレッジ施設賃借料 5,542,000 円

7 戸分施設賃借料

(4) 取手アートプロジェクト事業運営補助金 3,240,000 円

(5) ストリートアートステージリング作品設置工事 4,931,000 円

「ストリートアートステージ 2008」リング化作品の設置工事請負費

[担当：文化芸術課] P.254

3401 市民会館改修事業に要する経費 2,310,000 円（0 円）

[その他 2,000,000 円 一財 310,000 円]

＊ 特財積算根拠

[繰入金：公共施設整備基金繰入金 2,000,000 円]

○ 目的

取手市立市民会館は昭和 47 年に開館し築約 40 年経っている。必要に応じて改修工事を

行い、利便性を向上させる。

○ 内容

・工事請負費 市民会館楽屋改修工事 2,310,000 円

[担当：スポーツ生涯学習課] P. 254

3501 IT 基礎技術講習会に要する経費 1,510,000 円（1,058,000 円）

[一財 1,510,000 円］

○ 目的

公民館で実施している IT 講習会用のパソコンは、約 10 年前に購入したもので老朽化に

伴い、作動不良を起こすものもあり、昨年度に引き続きパソコンの入れ替えを行い、IT

講習会の内容の充実を図り、市民の情報収集・発信能力の向上に努める。
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○ 内容

5 年間のリースで昨年度導入した寺原公民館、藤代公民館分のほか、今回新たに２公

民館分 38 台のパソコンの入れ替えを実施するものである。

・パソコン使用料 @86,000× 9 ヶ月×1.05＝812,700 円（新規分）

@44,200×12 ヶ月×1.05＝556,920 円（継続分）

・修繕料 @140,000×１＝140,000

[担当：文化芸術課] P.254

3701 アートギャラリーの管理運営に要する経費 6,953,000 円（6,890,000 円）

[その他 469,000 円 一財 6,484,000 円]

＊ 特財積算根拠

[使用料：アートギャラリー使用料 350,000 円]

[使用料：市民ギャラリー使用料 119,000 円]

○ 目的

美術に関する作品等の発表及びその鑑賞並びに文化の交流の場を市民に提供し、芸術及

び文化の振興に寄与する。

○ 内容

取手駅と藤代駅の通路に設置された市民ギャラリーの貸し出しを行い、市民の作品展示

の場を提供する。また、取手駅西口の民間ビル 2 階フロアに設置しているアートギャラリ

ーの貸し出しを行なうとともに、小中学校児童生徒作品展を始めとした様々な企画展を開

催する。

[担当：スポーツ生涯学習課] P. 255

3801 放課後児童対策事業に要する経費 126,837,000 円（186,368,000 円）

[国･県 34,422,000 円 その他 32,681,000 円 一財 59,734,000 円]

＊ 特財積算根拠

[県補：放課後児童対策事業補助金

・放課後児童健全育成事業費 29,952,000 円×2/3＝19,968,000 円

・放課後子ども教室推進事業費 20,182,189 円×2/3＝13,454,793 円

・運営協議会謝礼 60,000 円×2/3＝ 40,000 円

・コーディネーター経費 1,440,000 円×2/3＝ 960,000 円

[負担金：放課後児童対策事業保護者負担金 32,000,000 円］

[諸収入：雇用保険料本人負担分 @113,577,000×0.6%＝681,000 円］

○ 目的

放課後等に子ども達が安全で健やかに過ごせる活動拠点として、学校施設等を利用し、

様々な体験活動や交流活動等を通して、子ども達の健全育成と子育て支援の充実を図る。

○ 内容

主な経費は、指導員臨時職員賃金、コーディネーター謝金、学習アドバイザー謝金及び

クラブ室修繕費である。

・指導員臨時職員賃金 113,577,000 円

・コーディネーター謝礼 @1,440×5h×100 日×2 人 1,440,000 円
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・学習アドバイザー謝礼 @1,080×2h×12 日×6 人×18 校 2,800,000 円

・クラブ室修繕 @20,000×18 校 360,000 円

平成 20 年度より市内 18 小学校全校で子どもの居場所づくり事業として「放課後子ども

クラブ」を開設している。親の就労や学年の区別なく、平日の放課後や土曜日及び長期休

業日等に、小学 1～6 年生まですべての子どもたちの居場所を確保し、異学年間の交流を図

るとともに、教育的な視点を考慮した活動内容の充実に努める。

直接児童の指導や安全管理を行う指導員のほかに、学校との調整や企画運営に携わるコ

ーディネーターや児童に学習を指導する学習アドバイザー等、広く地域の方々の参画を得

て事業の展開を図る。

5 社会教育費 2 公民館費

[担当：公民館] P.256

0501 公民館事務に要する経費 62,481,000 円（50,006,000 円）

[その他 17,221,000 円 一財 45,260,000 円]

＊ 特財積算根拠

[使用料：公民館使用料 5,030,000 円]

[繰入金：公共施設整備基金繰入金 11,700,000 円]

[諸収入：コピー使用料 480,000 円]

[諸収入：電話通話料 1,000 円]

[諸収入：電気使用状況モニター 10,000 円]

○ 目的

地域に即した特色ある公民館の運営と維持管理を行い、市民の文化教養の向上、利用環

境の充実に寄与する。

○ 内容

市内の公民館施設の適切な維持管理を行う。主な経費は公民館の需用費、委託料、工事

請負費等であり、工事請負費では井野公民館漏水工事、六郷公民館及び相馬南公民館の空

調機更新工事を行う。

・光熱水費 20,929,000 円（各公民館施設の光熱水費）

・修繕料 6,026,000 円（各公民館施設の修繕）

・委託料 17,428,000 円（各公民館施設の清掃管理委託、夜間管理委託、消防設

備保守点検委託、冷暖房機保守点検委託、他）

・工事請負費 3,172,050 円（六郷公民館空調機更新工事）

・工事請負費 4,737,180 円（相馬南公民館空調機更新工事）

・工事請負費 1,530,900 円（井野公民館雨漏り工事）

[担当：公民館] P.258

2001 公民館管理運営に要する経費 35,295,000 円（35,902,000 円）

[一財 35,295,000 円]

○ 目的

公民館運営を円滑に行い、市民の利便性の向上を図る。
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○ 内容

公民館長の報酬及び各公民館に配置の臨時職員賃金が主な経費である。

今年度も、昨年度同様、利用者の多い井野、戸頭、藤代の 3 館でハッピーマンデーの開

館を実施する。平成 24 年度は、7 月 16 日（海の日）、9 月 17 日（敬老の日）、10 月 8 日

（体育の日）、平成 25 年 1 月 14 日（成人の日）の 4 日間である。

・公民館長報酬 1,068,000 円（山王、六郷、相馬、相馬南、高須、久賀の 6 館分）

・臨時職員賃金 33,507,000 円（ハッピーマンデー開館分 147,120 円含む）

[担当：公民館] P.258

2101 公民館活動に要する経費 2,395,000 円（2,395,000 円）

[一財 2,395,000 円]

○ 目的

市内には、学習活動や地域づくりの中心的役割を担う公民館が 14 館あり、地域に即した

生涯学習施設として活用されている。それぞれの地域ニーズに合わせた魅力ある事業を展

開し、地域の生涯学習の拠点として、より一層の充実を図る。

○ 内容

市内各地域の公民館において、青少年や一般成人を対象にした講座や講演会等を開催し、

地域の人たちが身近に参加でき、学べる機会を提供する。

・報償費 1,704,000 円（各公民館講師謝礼等）

5 社会教育費 3 図書館費

[担当：図書館] P.259

2001 図書館管理運営に要する経費 23,884,000 円（21,876,000 円）

[その他 2,100,000 円 一財 21,784,000 円]

＊ 特財積算根拠

[繰入金：公共施設整備基金繰入金 2,100,000 円]

○ 目的

市民の図書館として、安全で快適な環境を提供し、適切な施設の維持管理を図る。

○ 内容

施設の管理運営上、必要な維持管理を行う。また環境問題を踏まえた施設運営に

も努める。

[担当：図書館] P.259

2101 図書館活動に要する経費 47,032,000 円（47,150,000 円）

[その他 263,000 円 一財 46,769,000 円]

＊ 特財積算根拠

[諸収入：コピー使用料 180,000 円]

[諸収入：雇用保険料本人負担分 83,000 円]

○ 目的

市民の多様化するニーズに応えるよう、読書環境の整備と奉仕活動の強化に努め

る。
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○ 内容

市内の図書館・公民館図書室で、迅速かつ身近な場所での図書館資料の閲覧・貸出返却、

リクエストサービス、レファレンスサービス、その他館内での事業や文化活動を図書館ボ

ランティアや団体の協力を得ながら積極的に進める。本年度より子ども読書活動推進計画

を実施し、啓発に努めるとともに、ブックスタート事業や、学校図書館との連携強化など、

子どもの読書に関する事業を引き続き重点的に行う。

[担当：図書館] P.261

2201 図書館資料購入に要する経費 31,814,000 円（31,829,000 円）

[その他 132,000 円 一財 31,682,000 円]

＊ 特財積算根拠

[諸収入：図書弁償金 102,000 円]

[諸収入：雑誌広告掲載料 30,000 円]

○ 目的

市民の幅広いニーズに即した図書館資料・情報の提供を図るとともに、市民の文化教養

の向上に資する。

○ 内容

市民が必要とし、有意義に活用できるような図書館資料を整備する。

・図書、AV 資料購入費 25,965,000 円

・定期刊行物等資料購入費 3,435,000 円

5 社会教育費 4 文化財保護費

[担当：教育総務課] P.262

2001 文化財保護に要する経費 2,095,000 円（636,000 円）

[その他 5,000 円 一財 2,090,000 円]

＊ 特財積算根拠

[諸収入：市史・郷土史郵送料本人負担分 5,000 円]

○ 目的

市内の指定文化財の維持管理等に対して助成を行うことにより、指定文化財の保護と積

極的な活用を図る。

○ 内容

「取手市文化財等補助金交付要綱」に基づく、指定文化財の維持管理に対しての補助金

の交付等を行う。

・市指定「八坂神社本殿・拝殿」本殿覆屋・拝殿修理補助事業（新規：単年度事業）

総事業費 3,210,513 円×補助率 1／2 以内＝1,605,000 円

・指定文化財管理補助金 18 件 400,000 円

・文化財記録、第 59 回文化財防火デーに伴う消防訓練経費等 90,000 円

[担当：教育総務課] P.262

2101 旧取手宿本陣管理運営に要する経費 7,399,000 円（6,918,000 円）

[その他 240,000 円 一財 7,159,000 円]
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＊ 特財積算根拠

[諸収入：本陣駐車場使用料 240,000 円]

○ 目的

県・市指定文化財である「旧取手宿本陣」の保護・活用により、文化財への愛着や関心

を高める。

○ 内容

「旧取手宿本陣」の保存・管理に努め、一般公開を行う。

・管理委託料（防災設備保守点検、庭園維持管理等） 1,523,000 円

・土地賃借料（史跡、駐車場） 4,792,274 円

・裏山歌碑への誘導路修繕等 修繕費 484,000 円

・危険木伐採委託料 200,000 円

[担当：教育総務課] P.264

2401 埋蔵文化財調査・整理に要する経費 1,352,000 円（2,352,000 円）

[その他 345,000 円 一財 1,007,000 円]

＊ 特財積算根拠

[負担金：発掘調査原因者負担金 285,000 円]

[諸収入：郷土史売却代 60,000 円]

○ 目的

文化財保護法に基づく埋蔵文化財の保護のため、調査・研究を進めると同時に、埋蔵文

化財保護行政の理解と協力が得られるよう、土地の所有者等に対する保護思想の普及啓発

に努める。

○ 内容

「取手市埋蔵文化財取扱い要領」によって、埋蔵文化財保護の体制を整備・強化し、土

木工事や宅地開発などに伴う埋蔵文化財の確認や発掘調査に迅速に対応するとともに、出

土品の整理を実施する。

(1)市内遺跡確認緊急調査 総事業費 1,000,000 円

【内訳】賃金(119,500 円×2 件) 239,000 円

需用費(一式) 75,000 円

発掘作業委託料(243,000 円×2 件) 486,000 円

使用料(100,000 円×2 件) 200,000 円

(2)原因者負担発掘調査 285,000 円

開発行為等の要因により、緊急の原因者負担発掘調査に迅速に対応するため、最低

限の発掘作業が行える経費を計上し、緊急調査に備える。

【内訳】賃金 92,000 円

需用費(一式) 21,000 円

発掘作業委託料 124,000 円

使用料 48,000 円
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[担当：教育総務課] P.264

2501 埋蔵文化財センター活動に要する経費 715,000 円（715,000 円）

[一財 715,000 円]

○ 目的

埋蔵文化財センターを様々な文化財に関する情報発信・収集の拠点施設として活用を図

り、市民の郷土史に対する理解と親しみを深め、文化的向上に資する。

○ 内容

市内の埋蔵文化財や歴史資料をテーマとして、年 2 回企画展を実施する。

講演会講師謝礼 30,000 円×2 回＝ 60,000 円

ポスター・パンフレット印刷代 300,000 円×2 回＝600,000 円

6 保健体育費 1 保健体育総務費

[担当：スポーツ生涯学習課] P.266

1001 スポーツ推進委員に要する経費 1,273,000 円（1,500,000 円）

[一財 1,273,000 円]

○ 目的

市民の体力づくりと地域スポーツ活動の振興を図る｡

○ 内容

市民のスポーツ活動促進のための組織の育成や各種大会への指導助言を実施する。

[担当：スポーツ生涯学習課] P.267

2001 スポーツ団体育成推進関係経費 9,397,000 円（9,597,000 円）

[一財 9,397,000 円]

○ 目的

スポーツ団体を育成・支援することで、市民の体力向上とスポーツの普及振興を図る。

○ 内容

今年度は、下表の体育協会･スポーツ少年団の育成支援育成を図る。

団 体 名 団 体 数 会 員 数 活 動 内 容

体 育 協 会
31 部

214 団体
7,663 人

・各種講習会の開催

・視察研修

・機関紙の発行

・交流会

・市主催行事への協力及び参加

・競技別大会の企画運営

・指導者の育成

スポーツ少年団
11 連盟

39 単位団
1,500 人

・青少年のスポーツ指導

・競技別大会、教室の企画運営

・認定員養成講習会

・取手ブロック近隣市町交流会

・市主催行事への協力及び参加

・県各講習、研修会への参加
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[担当：スポーツ生涯学習課] P.267

2002 社会体育振興関係経費 935,000 円（680,000 円）

[一財 935,000 円]

○ 目的

市民の健康・体力づくりとスポーツの振興を図る。

○ 内容

生涯スポーツを通じて、心身の健康を保持・増進できるよう、誰もが参加できる各種の

大会を実施する。

「ドッジボール大会・ソフトボール大会・ふれあいウォーキング・ソフトバレーボール

大会・新春健康マラソン大会・グラウンドゴルフ大会・ペタンク大会」

また、交流自治体（南相馬市、杉並区）との少年野球大会を通じて、相互のスポーツ交

流を図る。

[担当：スポーツ生涯学習課] P.267

2003 スポーツ振興奨励関係経費 900,000 円（800,000 円）

[一財 900,000 円]

○ 目的

市におけるスポーツの振興及び生涯スポーツの振興普及を図る。また、身近なスポーツ･

レクリエーション活動の支援をする｡

○ 内容

出場大会当日に市内に住所を有する個人又は団体が、予選会・選考会などの選抜手続きを

経て、関東大会以上の全国大会・国際大会・オリンピック等の大会に出場する際に、奨励

金を支給することにより、出場選手の負担の軽減と優秀選手の育成を図る｡

[担当：スポーツ生涯学習課] P.268

2101 学校施設開放に要する経費 544,000 円（544,000 円）

[一財 544,000 円]

○ 目的

市立小中学校の学校体育施設を開放することにより、スポーツ振興と健康増進を図る｡

○ 内容

市民のスポーツ･レクリエーション活動を支援するため、市内小学校 18 校の体育館及び

校庭並びに中学校 6 校の体育館・武道場及び校庭を、登録した市民のスポーツ・文化団体

に、学校教育に支障のない範囲で開放する｡

6 保健体育費 2 体育施設費

[担当：スポーツ生涯学習課] P.268

2001 取手グリーンスポーツセンター管理運営に要する経費 144,977,000 円

[その他 20,000,000 円 一財 124,977,000 円] (122,970,000 円)

＊ 特財積算根拠

[繰入金：公共施設整備基金繰入金 20,000,000 円]
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○ 目的

生涯スポーツの拠点となる取手グリーンスポーツセンターの維持・管理を行うことで、市

民の健康増進とスポーツ団体相互の交流を深める｡

○ 内容

指定管理者による充実した施設管理を行い、更なる利用者の拡大を目指し、市民の健康、

体力づくりの拠点としてスポーツ・レクリエーションの普及発展に努める。

指定管理料 120,661,000 円（人件費、施設管理費等含む）

火災保険料 139,000 円

敷地賃借料 2,154,000 円

工事請負費 22,023,000 円

[担当：スポーツ生涯学習課] P.269

2201 藤代スポーツセンター管理運営に要する経費 34,653,000 円

[その他 6,763,000 円 一財 27,890,000 円] （33,489,000 円）

＊特財積算根拠

[繰入金：公共施設整備基金繰入金 1,100,000 円]

[使用料：テニスコート使用料 1,200,000 円]

[使用料：野球場使用料 1,168,000 円]

[使用料：多目的グランド使用料 376,000 円]

[使用料：総合体育館使用料 2,880,000 円]

[諸収入：コピー使用料 38,000 円]

[諸収入：ファクシミリ使用料 1,000 円]

○ 目的

生涯スポーツの拠点施設として、また憩いの場としての公園施設の維持・管理を行うこ

とで、市民の健康増進とスポーツ団体相互の交流を深める。

○ 内容

充実した施設管理を行い、利用者の拡大・市民の健康・体力づくりの拠点として、また

スポーツ・レクリエーションの普及発展に努める。

[担当：スポーツ生涯学習課] P.270

2301 藤代武道場管理運営に要する経費 5,178,000 円（4,618,000 円）

[その他 2,070,000 円 一財 3,108,000 円]

＊特財積算根拠

[繰入金：公共施設整備基金繰入金 500,000 円]

[使用料：藤代武道場使用料 1,570,000 円]

○ 目的

生涯スポーツの拠点として、武道場（柔道場・剣道場・弓道場）の維持・管理を行うこ

とで、市民の健康増進とスポーツ団体相互の交流を深める。

○ 内容

充実した施設管理を行い、利用者の拡大・市民の健康・体力づくりの拠点として、また

スポーツ・レクリエーションの普及発展に努める。
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[担当：スポーツ生涯学習課] P.271

2401 社会体育施設に要する経費 1,734,000 円（1,962,000 円）

[その他 533,000 円 一財 1,201,000 円]

＊特財積算根拠

[使用料：高須体育館使用料 75,000 円]

[諸収入：こども発達センター光熱水費使用料 458,000 円]

○ 目的

生涯スポーツの拠点として、施設の維持管理を行うことで、市民の健康増進とスポーツ

団体相互の交流を深める。

○ 内容

高須体育館（社会体育施設）として、利用者の拡大・市民の健康・体力づくりの拠点と

して、またスポーツ・レクリエーションの普及発展に努める。

6 保健体育費 3 学校給食センター費

[担当：学務給食課] P.272

2001 給食センター運営に要する経費 132,400,000 円（132,137,000 円）

[その他 123,164,000 円 一財 9,236,000 円]

＊ 特財積算根拠

[諸収入：幼稚園給食代 2,886,000 円 ※月額 4,050 円]

[諸収入：小学校給食代（センター分） 77,585,000 円 ※月額 4,120 円]

[諸収入：中学校給食代（センター分） 42,693,000 円 ※月額 4,620 円]

○ 目的

子どもたちに安全な食材による給食を提供することで、体力の増進と望ましい食習慣

の形成を図ることを目標に、学校給食の円滑な運営を図る。

○ 内容

賄材料費 123,164,000 円

[担当：学務給食課] P.273

2101 給食センター施設整備に要する経費 31,846,000 円（31,171,000 円）

[その他 1,000,000 円 一財 30,846,000 円]

＊ 特財積算根拠

[繰入金：公共施設整備基金繰入金 1,000,000 円]

○ 目的

適正な維持管理と設備の充実により、給食施設を良好な状態に保つ。

○ 内容

・光熱水費 7,356,000 円

・施設修理、調理器具等の修繕料 2,500,000 円

・給食運搬業務の委託料 12,267,000 円

・ボイラー運転管理委託料 5,015,000 円


